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西　　　　Sb；，｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ　　　　　　　　　　 　　　　　　お3）　lbid．，3，1960，12．3077：三佐呉集 荒礒余生流…（みさご居る 荒磯に生ふる・・・；12．3203：　三沙呉居
　渚余居舟之…（みさごゐる　渚にゐる舟の…）．
4）円仁，鞍臨麗，軟賑本仏教全劃，「悉嚢異霧：3，東京，1922，P．　222，　a，　il．11－12：CA（以〕本郷佐字音
勢呼之．下字亦然．優皆籏聲．此字輕徴呼之．下字重音呼之．
5＞Ibid．，　p．223，　a，1．10；SA以本郷沙字音呼之．倶辱歯不大賄．合呼之．
6）小林明美，「円仁の記述するサンスクリット音節／ca／の音価」，『大阪外国語大学・学報選，　No．52，1981，　pp．
　63－80；「蔚号論文の修正」，ibid．，　No．56，1982，　pp．60－62．
7）607年に随に送られた第1回留学生のうち名前の残っているのが8人いるが，すべて中国からの渡来人の子
孫であり，留学期間は15年から32年と雰常に長い。中国語が少しでもできたのは渡来人の子孫であったという
　ことであり，その入たちにしても，漢字・中國語を家業とする建て前だったのかも知れないが，15無ないし32
　年も中国に留学しなければ一人前の読書人になれなかったというのでは，留学萌の学力はそうとう低いもので
　あったらしい。実際，聖徳太子を唯～の不可解な例外として，7世紀初頭までの人で文字・学問に関連して名
　蔚の残っているのは，すべて薪渡来蕎である。日本生れの者が漢字・中国語を使って教育・研究・執筆にたず
　さわるようになるのは，第1曝留学生が帰国する620年代ないし630年代になってからである。日本人はそれま
　で事実上文盲であった。
8）　4＼林，　OP．　c｛t．，　PP．68－70．
9）古代潤本語には，原則として母音連続はなかった。ただし，“1〈ai”（‘◎ar’），“maus・u”（‘to　teil’），“mauk－u”
　（‘to　prepare｝）の3語だけが例外である。　“kal”は動詞語根に名詞形成の接罵辞“－1”が付いたもの（kaC・i）
　のようで，語根末の子音が例外的に早い時期に脱落したらしい。“maus－u”はttmaWOs－U”の異形であろう。
　“mauk－u”は“wok－u”（‘to　invite’〉を含む会成動詞であろうか。このような古い語に輝音連続が許されてい
　たというのは不思議である。
10）大矢透，陪図及手習詞歌考雌，東京，1918，pp．25－28．
ll）本論文，付録，“1－hsing　on　the　Colours　of　Letters，”PP．29～38
12）際仁の駿唐記郵として伝えられている文献は，謬大B本仏教全謝で14．5ページを占める比較的短いも
25
円仁の郵本郷〔字〕音嚢
ので，三つの都分から成る。
い國r．lt1　　 t『 鷲L、　L；’
　　第1の部分は全体の38％を占め，問答形式をとっている。果台宗が基本経典とする『大鑓経』，『金嗣頂〔真
　しつしけ　きよう　　　　　　　　　　そ　しつ　ら　なわ
実摂〕経麟および『蘇悉地経』は，密儀の実施（carya）についてそれぞれ異体的な指示をしているのである
　が，ここでは3経典が与える指示の姻互関係という問題がまず取り上げられる。つづいて，マンダラの構成，
　密儀を行うための壌の作り方，文字を用いる象徴操作の方法などについて，実際的な問題が扱われる。この部
　分の末罷に“己上澄供奉”とあるところから，これを最澄の「在庸受法霧己」とする伝承がある。ところが，円
　珍の作とされる駄師在唐記墨という本が別に伝わっており（鵜本大藏経悉，ギ天台宗密教章疏」，1，pp．玉◎95
　－1100），これは初めの200字ほどを除けば，「円仁の『在唐記』」の第1部と全く同じである。高野由宝寿院本
　駄師在唐講に屍られる1329年のコロフォンによると，“この本は円珍の在廣受法記である。ただし最澄の在
　唐受法記と洞じである。”（ibid．，　P．　llOO）　ここで取り上げられているのは基本的な問題であり，若い修業者
　が初歩の段階で教えられているはずのものである。円珍のような大家が，マンダラの基本構成について何も知
　らずに中国へ行って，“仏部とか蓮華部とかが何であるのか私は知りません。〔教えて下さい。〕”（ibid．，　p．1095，
　b，1．14；円仁，op．　cit．，　p．215，　b，1，8）などと雷うわけがない。これは若い天台宗僧侶の誰かが師匠の欝伝
　を書きとったものであろう。
　　第2の部分は51のインド文字が説明されている箇所で，全体の14％を占める。末罐に“己上字簿〔音通〕随購
　天蜜月三藏學得”とあり，円仁の講いたものにちがいない。
　　第3の部分は全体の48％を占め，量の上でこれが中核となっている。初めのところで，文字による象緻操作
　にっいて述べた一行の駄B緻注釈第玲章の1節，　およびこれに関連してMahavairccana（大臼（傭来））
　の多重顕現に言及する第11章の1節が引用されている。次に，難謹供灘（？）に基づいてマンダラの基本構
　成を示した後で，マンダラ区分の一つ～つについて駄日綴第11章（秘密漫茶羅品）の後半を参照するので
　あるが，全文引用をせず，内容要約もせず，各段落の第1句をあげる　（TD，18，　p．34，　a，1．8；ll．19　一　20
　÷　c，1．26；a，L25；b，　L　9；L28；c，27　十　p．35，　b，1．7；p．35，　a，　L　20　；1．24　；b，　L4　；1．7．）◎　こ爵τは私用の
　掌翌メモである。続いて，関連事項が今度は一行の注釈第ll章から弓翻される。　マンダラの各醒分に配置され
　るMahavairocanaの分身は，それぞれMahtivairecanaの身体の特定部分から出て来るのであるが，引溺文
　はこの問題を扱ったものであるぼ大＄経義稠，MZ，1．36，　f．429，　r．，　a，　ll．9－12；『大繍経磯，　TD，39，　p．
　729，a，　ll・11－15）。残りは罫大臼緻第4章（普通眞醤藏品）から呪文を抜き書きしたものであるが（TD，18，
　p．15，c，1．15－p．17，　b，1．4），呪文の名称を羅擁するものの，それぞれの呪文は最初の字と最後の掌を出すだ
　けであり，記憶用略号のようになっている。これも私用のメモである。“あらゆる幌文の真髄は音節／a／1こある”とい
　う献銀繊第4章の結びの書葉（TL），18，　p．17，　b，王1．5－8）を引吊して，このメモは終っている。多くの引用
　文は互いに関連する事項を扱っており，明確な意図のもとに集められているのは確かであるが，各引用文を結
　ぶ引駕者自身の文が全くなく，傷突として次の引用文に続いている。これではほかの人には使えない。
　　「円仁の粧唐記劃として伝えられている文献は，修業申の若い僧侶が宙分の学習ノートを整理する際に，
　参考濁に使っていた既成文献の二つの写しを霞分の便宜のためにいっしょに綴じたものらしい。
13）本論文，付録，ts　4（p．30）．
14）1毒紀の中ごろ，インドの仏教徒（bauddha）の問に紙しい考えが出て来た。入間の心はもともと溝らかで
　あり，　誰にでも「〔糞珊こ獺覚めた者」（buddha佛〔陀〕［biuet・da］）になる潜在的資格があるというのであ
　る。この薪しい仏教は，“すぐれた乗り物”（mahbyana大乗〉と呼ばれた。ところが，実際に「隠覚めた考」
　になるためには，　その前提条件として，3カルパ（kalpa劫〔波〕［klAP－puα］）の問，努力して智慧をみがき，
　ほかの人々のために善行を重ねなければならない。「カルパ」というのは，大山脈が完全に侵蝕されて平地に
　なるのに要する縛間（古代インドの計算によると4億3千2翼万年）であり，その三籔分というのであるから，
　ほほ無限に近い蒔間である。正統派のヒンドゥーと岡じように，異端派の仏教徒も何灘でも生れ変るから，時
　闘切れの心配はない。とはいうものの，これだけ聴間がかかるのでは，やはりいささか志気をそぐことになり
　かねない。希望はあるが，その実現には絶望的に長い聴間がかかる。このジレンマを一挙に解決するために囎
　発されたのが，象徴を操作することによって真理と合一する方法である。「記号（symbolisant＞とそれが表承
　するもの（symbelisξ）とは岡じである」という獄理を設定し，真理を象徴する記弩を心理的に操作すること
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　によって真理そのものと合一しようとするのである。
15）入聞の活動を体（deha）・欝葉（vac）・心（manas）の3局面でとらえる慣例が古くからインドにあるが，
　仏教徒の象徴操作もこの王つの局面で行われる。手先と指で記号を作るのが「体による象徴操作」である。特
　定の音節を記号として使うのが「言葉による象徴操作」である。また，閉や三角形などの図形記号を心に浮か
　べるのが「心による象徴操作」である。このうち，「言葉による象徴操作」に記号として馬いられる音節は，
　“ak§ara”と署われるが，これは文字のない聴代から使われている語で，「単独の母音」または「子音を伴った
　母音」を意味する（RkPratiSa｝thya　18．32）。
　　r欝葉による象徴操作」に関連して論議がなされる場愈，中國語訳駄羅綴の中で“字”は「音節」を意
　味する。文掌への欝及がなされている箇所が一つだけあるが，「喬葉による象徴操作」とは関係なく，マンダ
　ラに関連して，しかも補足的に雷及されているにすぎない（『大日綴，8章，「轄字輪曼茶羅行晶」，TD，18，
　pp．　22　－24）。像を数多く描いてマンダラを製作するには費網がかなりかかったらL〈，金がない場倉は，像を
　描くかわりに字を霞くことが，やむを得ない処置として許容されていた（－tv，8章；駄日経義機，　MZ，
　1．36，f．　400，　r．，　a，11．10－10濯大顕経磯，　TD，39，　p．712，　b，　ll．24－26）。これは麟像の代替物としての記愚で
　あって，音声の代替物としての文字ではなく，「言葉による象徴操作」と覆接につながらない。
16）中国で“ak＄ara”は“字”と訳された（一行；10章；駄鷺経義稀，　MZ，　L36，　f．424，　v．，　b，！．10；駄日経
　磯，TD，39，　P．725，　a，　Il．17－18：又字輪者　梵音云ロ悪刹羅輪）。このため，音声の話が文字の話に変って
　しまった。ヂ文字の色彩」が論じられているのは一行の注釈第10章であるが，これに対応する駄日織第10
　章を見ると，一行の注釈と違ってインド文宰は全く示されておらず，象徴操作に用いる記弩は，各グループご
　とに発音指示が加えられている：“高い平担アクセントで短く発音せよ”，“上昇アクセントで長く発膏せよ”，
　“口偏の漢字〔で衰記されているもの〕は，第1グループの音を含んで発音せよ”，“第1グループの膏を含ん
　で，入声（開放のない閉鎖音〉で発音せよ”（歎El経』，　TD，18，　p．30，　b，11．14，20，26；c，1．5）。ここで扱
　われているのは音声であり，文字への鷺及は全くない。
17）円仁，OP．　cit．，　P．223，　a，　ll．7－9二間，爾婆字其字様之四（？）有何異耶．菩提勝三藏答Eヨ，前婆字懐裏潤，
　此婆字裏狭．
18）　Ibid．，　p、222，　a，11．5，8，　ll，12，14；b，至1．7，10，14，16．
1g）　Ibid．，　p．221，　b，　韮1．2，3　；p．222，　b，　ll．3　；p．223，　a，　L　3．
20）“唐語”という語には瞬聴代の用例がある。轍山大師傳選，ガ続群書類従」，Vol．205，菓京，1909，　p．463，　b：
　義眞従幼學漢音．　客習磨語。
21）円仁，op．　cit．，　p．223，　a，1．13：SA　以大麿沙字音勢呼之．但去聲呼之．
22）Ibid．，　il．1－12；SA　以大唐沙字音勢呼之。　復是芸聲．唇歯不大開。合呼之．
23）Ibid．，　p．14：以大唐賀享音勢呼之．
24）　’i＼林，　oP．　cit，　PP．71－73．
25）円仁，op．　cit．，　p．221，　b，1．14；p．222，　a，至．10；b，　ll．2，7，10，13，14，16，17；p．223，　a，　ll．1，5．
26）Ibid．，　P．222，　a，　Il．5～6：KA　以本郷加音呼之．下字亦然．以下諸字砦去呼之．
27）締撰字鏡』，天治本，repr．東京帝室博物館，1916，　Vol．2，　f．16，　v．，1．2．
28）鍔仁，op．　cit．，　p．222，　a，1．10：NA　〔以〕本郷鄭音我掌音呼之．
29）　ibid．，1．8：GA　本郷我字音．下字亦然．
30）築島裕，llSP安蒋代語新言鋪，東京，1969，　pp．411－42王．
31）小林，「￥興音懸と　置漢音劃，置密教文化毒，No．145，1984，　H，　pp．　llO－104．
32）　Ibid．，　pp．107－104．
33）円仁，op．　cit．，　p．222，　b，1．14：PA　讐音　以本郷波字音呼之．下字亦然．皆加唇音．　Cf．小林，隣悉曇
　梱傳還に記述される／ハ／の発音方法」，『大阪外團語大学・学報雄，No．56，1982，　pp．51－59．
34）有坂秀世，「上代に於けるサ行の頭音」，『国語音韻史の研究渥，東東，1957，p．147．
35）円仁，op．　cit．，　p．221，　b，1．10；p．223，　a，　II．　ll－14．
36）　Ib三〔L，　p．222，　a，1．　16；b，1．5；1）．223，　a，1．6．
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37）Ib至d．，　P．222，　a，　ll．2－3：L短離．々字以本郷音呼之．歯不大開．合呼之．下字長離准之．　b，　L　l◎；DA
　以本郷陀字音呼之．但加歯音．下字亦然．
　円仁にとって，第一義的なものは常に文字であり，音声はあくまでその付属物にすぎなかった。
円仁がインド音を取り上げたのは，たまたまそれが睨術文字の付属物であったからにすぎない。
その際に円仁のしたことは，同じ付属物あるいは似た付属物をもつ日常文字をさがし出すことで
あった。文字を離れた音声という概念は円仁になく，文字の付属物としてのインド音に対比させ
られたのは，同じように文字の付属物である漢字音であった。
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付　録
至一hsing　en　the　Colours　of　Letteys
Akemi　Kobayasi
　　1－hsing一行（683－727）was　an　astronomer　and　mathematici蹴in　hls　maj　or　line、　By
order　of　Emperor　HsUan－tsung玄宗，　he　prepared　the　K‘α∫彊伽一彪一翼％－Z2開元大衛暦to　es－
tablish　the　foundation　for　the　c圭ass呈cal　Chinese　ca至e蕪dar．1）　He　was　also　interested　in
Tantr量c　Buddhism　and　helped　Subhakaras童rpha2》translate　the　Mahdvairocanas露tra　into
Chinese．3）His　greatest　contribution　to　Tantric　Buddhism　was　h呈s　commentary4）on　the
Mahavaiγocanasdetra　or　7厨ゼ海一〇勉㎎大日経．　Trad藍tion　runs出at銚bhakaτasi瑚ha　hiraself
ora1玉y　explained　the　text　of　the　Mah痂vairocanastZtra　a鍛d　I－hsing　took　it　down．　But　this
ca職ot　be　the　case。　M　aRy　explanat圭ons　we　f量nd　there　cannot　have　been　given　by　an
Indian．　It　seems施at　I－hsing　often　formed　hasty　conclusions　from　what　he　had　heard　from
his　hdian　mas艶r　and　ran　off　with　his　own　ideas．5》He　was　an　honest　man：He　neither
twiddled　w圭th　words　of　which　he　had登o　idea　nor　did　he　au毛omatically　repeat£he　master’s
words．　He　spoke　in　his　own　words，　occasionally　betray三ng　his　misunderstandings．　H　is
errors　in　grasping　Indian　ideas，　however，　are　sometimes　splendid，　because癒ey　are　in
perfect　conformlty　with　the　Chinese　milieu．　Th疑s　he　made　an　accidenta玉but　substantial
contribution　to　Chinization　of　Tantric　Buddhism．　玉t　is　a　passage　qgoted　in　the　Zaidauhi
在唐記of　Ennin圓仁that　fumishes　the　most　striking　instance．
　　Based　oR　a　Manuscript　of呈㎡erior　quality，6）this　portion　of　the　Zaidaufei　as　edited　and
contained　in　the　DainiPPon－bukkyδ一zensyo大日本佛教全書is　full　of　errors　and　the　Iast飯ty－
seven　characters　have　fallen　off．　I　have　corrected　the　text　and　restored　the　I◎st　part　on
reference　to　the　NipPo？z－daizδkyδH本大藏経edit圭on　of　the　Zaidattket・tt在唐決，7＞the　Manzi－
zohuz∂伽う　卍績藏経　ed呈tion　of　the　Foecrteen－volu〃te　（）ommentzf　y　on　the　7≧zヲ’ih－ching　大田経
義繹，and癒e乃靭δ一伽9∂kyb大正大藏経edition　of　the　Twenty－volume　Commentary　on　the
Ta－iih－chin　r大日経疏．　I　have　also　prepared　a　Japanization（読み下し文）aBd　an　English
translation　with　Rotes．
　1）Joseph　Needham，　ftCience碑ゴCivilization　in（）lzima，　VoL　3，　London，王959，　pp．37－38，203，270・271，
282－283．He　also　contributed　greatly　t◎the　impr◎vement　of　observing　appara£us：To　make　an　armi－
11ary　sphere　move　at　a　regu｝aτpace，　he　invented　the　f呈rst　escapem鎌t，　opening　the　way　for　mechani－
cal　clocks．　Cf。　Ren6　Ta亡an，　NiStoire塵擁履諺des　sciences，　Vol．1，　Paris，1957，　p．482．
，
　2）　Subhakaras麺ha（637－735）was　bom　as　a　son　of　K量ng　Buddhahasta（佛考三王）of　Uφa（2）（鳥茶［o一轟］）
ln　Central短dia．　Tired　of　the　political　s毛r圭fe　wlth　hls　brother，　he　retired　into　relig至on，　After　wanderi籍g
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at＄everal　places，　he　went　to　Nalanda　to　becQme　a　disciple　of　Dharmagupta（？｝達摩掬多［dαt－muq・klul｛－
tα］，who　taught　him　the　Mah緬vaiγocaxasittxa　and　sent　him　to　China．　In　7玉6　he　arrived　at　Chang－an長
安by　way　of　Gandhara　and　the　Tarim　Bas量n．　He　was　eighty．　F玉rst　he　translated　the　、4々ゐ㎎z7δ庸πゼ，
tadh々ratzdγtha虚空藏求聞持法，　which　was　immedlately　brought　to　Japan　by　hls　disciple　D6zi道慈．　He
translated　the　Mah々vairocanasittra大B経in　724　and　the翫s3溜勲α螂配昭蘇悉地掲羅経in　the　following
year．　Yearning　for　home，　he　died　in　735　at　the　age　of　niRety－nine。　Cf．響宋高僧傳退，　T［），5◎，　VoL　2，　pp．
714－716．il大唐東都大聖善寺故中天竺國善無異三藏和尚碑銘井廓，　MZ，2B．23．1，　ff．92－94．
　　3）　The　Chinese　full　t圭t玉e　js　‘‘Ta・P‘’i－1”・che・na－chengゾわ一shen－pien・chia－chih－chi”g”　（大箆盧遮那成佛挙寧墾養力＃
持経），　Tl），　18，　PP．　1・55．
　　4）　There　are　two　versions　of　thls　commentary．　One　is　in　twenty　volumes　and　the　other　in　fourteeR．
The　twenty・volume　version　was　brought　over　to　Japan　by　Kakai空海in　806．　Under　the　title　of
’Z瞬泥漉ッδsYo”（大露経疏），　it　afforded　the　most　authoritative　bas｛s　on　which　to　establish　the　d◎gmatic
system　of　Singon真言Buddhism．　The　fourteen－volume　vers　ion　was　brought　to　japan　first　by　Ennin
圓仁in　847，　and　then　by　Entin闘珍in　858．　Under　the　title　Qf‘‘Dainit・ikybgiSyahu”（大日経義繹），　it　per－
formed　the　sarne　function　in　Tendai天台Buddhis職as　its　twenty・volume　counterpart　ln　Sing。n
Bu（圭dhism．
　　5）　The　Sanskrit　word　fQr“syllable”is‘‘aksara，”　which　etymo1Ggically　means‘what　does　n◎t　fまow
away　or　go　away，’the　root　being“kミar－”（‘to　flowり．　According　to　the　Vaidihaろf・usraぞ2a　on　the　7漉勧塾疑
prditiS’tZleh）vr　L　2，　it　means‘what　does　not　move　on　with　something　else’◎r‘independent　elemenゼ（na
k§aran康i，　k§arApi　k§ara舞am　anyahgatay巨calanam”〉。
　　1－hsing　says　that　the　Sanskrit　equivalent　for“字”is“ak§ara”（囎刹羅）and　that　it　means　‘immovable’
（不動），So　far，　so　good．　And　so　far　hls　IndiaR　master　has　taught　him．　But　I－hsi㎎goes◎n　bey◎nd　it，
sayin9亡hat　what　is　immovable　is‘亡he　mind　longing　for　awakening’（bodhi・citta）as　symbolized　by　the　let亡er
“ A”（阿字菩提心〉．Cf．1－hsing，　Chap，10；『繹函，　MZ，1．36，　f．424，　v．，　b，　ll．11－12；ガ灘，　TI），39，　p．725，
a，ll．17－19．王t　would　follow　then　that　letters　other　than“A”are　not　akSaras．
　　Without　differentiating　the　syllab｝e（ak＄ara）from　the　letter（lipi），1－hsing　develops　a　theory　which　ls
utterly　foreign　to　the　Indlans．　He　says　that　there　are　two　kinds◎f　letters，‘primary’（根本字）and
‘augmented’　（増カロ字），　and　that　they　are　respectively　ca登ed　‘‘ak＄ara”　（阿栄唾羅）　and　‘‘lipi”　（哩妻t）　三n
Sanskrit：Whereas　the　let乞er“A”and　the　thirty－three　letters　from“KA”to“HA”are’primary，’
letters　such　as“KI，”‘‘KU”or‘‘KAI”are‘augmented’with　auxiliary　phonetic　signs（黙）being
added．　He　also　says　tha亡the‘primary’letter　is‘mascul沁e’（男聲）and　the‘augrnented’one　is‘feminine，
（女聲）．Cf．王・hsing，　Chap．16；『繹渥，　MZ，1．36，　f．456，　r．，　a，1．12　ff．；郵磯，　TD，39，　p．754，　c，　L　27　ff．
　　6＞This　manuscript　was　prepared　by　Yuikei惟圭and　Sygen秀圃in　1726．．
　　7）This　edition　is　based◎n　the　etani　University　manuscript大谷大学本dated　1795　and　the　Daituzi
manuscrlpt大通寿本dated　1793．
Tex毛
行者須知諸字之色。a）謂初阿字及迦等1）二十2）五字3）及也の羅乃至霧可5｝字6）皆鵬於阿7》作其黄色。
所謂金岡之色8）也。b）第二阿9）掌韓作iO）黄白色。所謂寂静色也。陶字膿黄IP。三味爲白。二色
合故黄色也。C）第三加頭上12）黙者13）亦作黄白色。暗字14）也。阿字黄大空白15）故黄白也。　d）次
第購悪字紛轄17）作黄黒色。阿字黄二黙淫繋捌色黒19）故黄無也。亦可二黙是降伏義。猶如漫葉2e）
壊滅擢破一切障法21）。此亦如是22）故23＞二黙作黒也。e）第24）五25）悪26）字者27）阿字28）騰黄上角29》黙
郎白耀占郎3◎〉黒31㌔當知32）豊隈33）種種雑色也。
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DB：群在唐記遇，歎B本佛教全書遷，　f悉嚢翼書」，　TQkyo，1922，　p．223，　b，　ll．5－11．
M）：罫在麿決』，臨本大藏経渥，ヂ天台宗密教章疏」，2，Tokyo，1920，　p．158，　ll．6．14．
MZ躍大騰縫義灘，『醍縫藏鰯，136，3・5，　Kyoto，1908，　f．424，　v．，　a，　U．7－16．
Tl）：『大昆盧遮那成佛経磯（献臼経磯），歎正転晦大藏凝濾，　Vel．39，　Tokyo，1927，　p．724，　c，1．23
　　　　　～　　p．　725，　a，　1，4．
1）DB　omits“等”after‘惣．”
2）DB　reads“tr”instead　of“二十，”
3）　M）　and　Tl）　put　a　period　after　t‘掌．”
4）DB　puts　a　period　after“也”
5＞DB　and　M）read“阿”instead　of“言可．”
6）　Tl）　puts　a　period　after　‘‘字．，，
7）　1）B　puts　a　perlod　after　后‘阿．，，
8＞MZ　omits“之”between　“鰐封”and“色．”
9）MZ，　DB　and　M）read“去引”in　smaller　type　after“阿．”
10）DB　reads“為”instead　of“作，・，
ll＞T2）d◎es　not　put　a　period　after“黄”
12）MZ，　DB　and　M）o恥it“頭上”betweeR“加”and“＃lh・．”
13）DB　puts　a　period　after“者。”
14）　　7こ乙）　omits　‘‘字，，　after　‘‘ff9．，，
15）　TZ）　puもs　a　period　after　‘‘白，）t
16）！lfZ，　DB　andムのread“悪字第四次悪字”instead　of“次等四悪字．”
ユ7）DB　and　M）read“輪”instead　of“韓”
18）DB　reads“羅”and八の“炎”instead■f　‘’lgeg．”
19）　DB，ハ！Z）　and　Tl）　put　a　period　after　‘‘黒！’　　1）B　ま）reaks　Qff　here，　a且　the　rest　falling　off．
20）M）reads“炎”instead　of“浬繋”
21）　M）　does　not　put　a　period　after　‘‘渥ミ．”
22）　フ了）　〔｛oes　not　put　a　period　after　‘‘是ノ，
23）　TZ）　puts　a　per1o（玉　after　‘‘故，”
24）MZ　reads“AH”before“悪”
25）MZ　reads“A輩”between“五”and“悪”
26）Tl）reads“聴”instead　of“悪”　MZ　and　M）read“引”in　smaller　type　after“悪．”
27）　Tl）　puts　a　peried　after　‘‘者，’，
28）　ノVZ）　omits　‘‘附字”　afte「　“者・”
29）Tl）omits“角”after“上．”
30）M）omits“傍樂龍【｝”between“白”and“黒．”　TD　omits“黙”between“白”and“黙．”
31＞ND　does　not　put　a　perlod　after“黒．”
32）　M）　puts　a　perio（l　after　“矢舞・”
33＞　MZ　reads　‘‘峯ぎ，，　instead　of　‘‘是．’1
　　　　　　　　　　　　　　　　　Jaρanization（読み下し文）
　　　　スベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
行者ハ須カラク諸字ノ色ヲ知ルベ％a）謂バク，初メノ「阿」字，及ビ「迦等ノニ十五字，及
／y　　　　　K
ビヂ也」耀」乃至r詞」字ハ，皆「剛二屡シ，其ノ黄色ト作ル。謂ハユル金剛ノ色ナリ。b）第
ナ
ニノ「剛掌ハ，韓ジテ黄白色ト作ル。謂ハユル寂静ノ色ナリ。「阿」字ノ膿ハ黄ナリ。三味ハ
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　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタ　　　　　　　ナ
白二爲ル。二色ノ合スルガ故二，黄Eliナリ。　c）第三ノ頭上二黙ヲ加ヘル者ハ，亦黄自色ト作ル。
「暗」ノ字ナリ。「阿」字ハ黄ニシテ，大空ハ白ナルガ故二，黄白ナリ。d）次ノ第四ノ「悪」ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタ　　キ
字ハ，韓ジテ黄黒色ト作ル。「剛字ハ黄ニシテ，二黙ハ浬繋ノ色ナルガ故二，黄黒ナリ。亦，可
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタ
クベシ，二難占ハ降伏ノ義ナリ。猶ホ浬藥ノ如クー切ノ障法ヲ壊滅シ擢破ス。此モ亦是ノ如キガ故、
　　　　　　　　　　　　　ナ
ニ，二黙ハ黒ト作ルナリ。e）第五ノ「悪」ノ字ハ，「阿」ノ艦ハ黄ニシテ，上ノ角ノ黙ハ即チ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マサ
白，傍ノ黙ハ郎チ黒ナリ。當二知ルベシ，郎チ是，種々ノ雑色ナリ。
Translationi）
　　Rehgious　prac蹴lo鍛ers2）ought　to　know　the　colours　of　letters．3）
　　a）　It　ls　said　that　the　first王etter“A，”the宅wenty・five　letもers　beginning　with“KA，”壌）and
〔the　eight　letters　from〕“YA．，”“RA”to“HA，”5）all　belong　to〔ぬe　letter〕“A”6）and　become
yeilow．　This　is　what　is　called“the　colour　of　a　diamond．”
　　b）　The　second〔form　of　the　le枕er〕“A”〔，　the　form　wi塩the　sign　of　lengthening　oR
its　right　side，〕8）changes〔ln　col◎疑r〕and　becomes　ye｝low－wh量te．　This　is　what三s　caHed
“ the　co玉o疑r　of　tranquility．”9）The〔main〕body　of撫e　letter“A”is　ye1｝ow，　and　meditation
（samadhi三昧）〔as　symbolized　by　the　sign　of　lengthening〕becomes　white．　The　two
co王◎urs　are　combined　and　therefore〔this　form　of　the　ietter“A”is〕　ye王10w－white．
　　c）　The　t撮τd　olte，〔the　letter“A”〕above　which　a　dot〔as　the　sign　of　a　nasal　ele－
Mentio）〕is　added，　also　becomes　yellow－white．　This　is出e　Ie鍵er　〔sta簸ding〕　for　〔the
syllable〕／ara／．　The　letter“A”〔itself〕is　ye恥w　and　the　vacant　space（akaga大空）〔as
symbo1至zed　by　the　dot　above‘‘A”〕is　white，11＞and　therefore〔麗s　fo撒is〕yellow－wh量te．
　　d）　The　next　and　fourth◎Re，　the　letter〔stand溢g〕for〔the　sy璽圭able〕／的／〔w重漁apair
of　do乞s　as乞he　sign　of　as茎）irationi2）on　its　right　s呈de）　changes　〔in　colour）　and　bec◎mes
yellow－black、　The　letter“A”〔itself〕is　yellow　and　the　tWo　dots　are厩γ〃勿が3）－coloured
or　b｝ack，14）and　therefore〔th呈s　form　is〕ye圭low－black．　It　should　a圭so　be　accepted癒at　the
pair　of　dots　bears　the　meaniRg　of‘subduing〔enemies　to　the　truth〕’（abhicゑra降伏）．　Just
至ike　nirvtZUa（浬墾）it　breaks　and　destroys　all　the　obstacies　〔to　the　truth〕．　Th至s　〔pair　of
dots〕is　also　like　it〔，薮amely，　nirvaZea〕and　therefore　becomes　b｝ack。
　　e）　The　f三fth　one，　the　letter〔stand魚g〕for〔the　syHable〕／覆摯／15）：The〔ma量n〕body　of乞he
｝etter“A”is　yellow，　the　dot　on　the　upper〔right〕corneri6）is　white，　a簸d　the（pair　of〕dots
o鍛theこright〕side　is　black．　It　should　be　known　that　thls〔form〕is　parti－coloured．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NoteS　もo　tbe　Translation
1）Just　be妻ore　this　passage　o鍛　‘the　co圭ours　of　letters’and　after　the　portio王1　where　the
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fifty－one　Indian　letters　are　explained，　the　Zaida％ki　quotes　another　passage　from　I－hsing’s
Commentaay　on　the　Ta－7’ih－ching，　where　he　mentions　the　multiple　manifestatioR　of
Mahavairocana（大日〔如來1）．　It　is　in　imitatlon　of　this　manifestation　of　the．Absolute　that
re圭呈9圭ous　practit圭oners　use　‘the　coloured　letters’as　toois　for　a　psychological　operation．
　　　“十一巻云＊。從佛自身一一毛孔，出種々＊＊身雲。随其上中下分・。謂頭爲内胎，心以上爲第一
　　　院，膀以上爲第二院，膀以下爲第三院。郎配前圓壇四位，随彼左右前後上中下分。而爲顯現
　　　本尊之身。各依本位而出，於世界中施作佛事。＊＊＊故云展韓也。”
　　　　　ぴ在憲記息DB，　p。223，　b，　il．　1－5；騨大日経義繹還，　MZ，　L36，　f．427，　a，　ll．1・6謹大日経総，　TI），39，　p．
　　　　727，a，1至．16－22）
　　　　　　＊This　is　an　error　of　the　quoting　author．　This　passage　is　not　from　the　eleventh　volume（巻），　but
　　　　from　the　eleventh　chapter（品＞　of　I－hslng’s　Commenta勿ソ．
　　　　　掌＊This　sign‘‘々”for　the　repetition　of　a　character　cannot　have　occurred　in　the　origi珍al　text　of　L
　　　　hsing’s　Commenta町y．　　王n　ancient　Ch至nese　圭nscriptions，　the　repetition◎f　a　character　is　indicated　by‘‘二”
　　　　（‘two’）in　small　type．　The　sign“々”is　merely　Japanese．　My　guess　as　to　its　orlgln　is　as　follows：
　　　　When　a　manuscript　in　cursive　style（草書体）was　copled　in　square　style（楷書体），　the　copyist　could
　　　　not　recognize　the　character“二”as　it　was．　He　thought　it　wa＄amere　sign　of　repetition　and　he
　　　　converted　it　into　the　sign“々”which　he　invented　as　i乞s　counteypart沁square　style．
　　　　＊＊・Eleven　characters　are　omitted　between“事”and“故”in　the　quotation：“從一一身展轄出，作諸佛
　　　　事。”
　　　　　〔Lhsi簸g〕says　in　the　eleventh　chapt：er〔of　his　Commenlary　as　follows〕：
　　　　　Fmm　the　pores　of　his　own　body，〔Mahゑvairocana〕the　Buddha　severally　ernits　various
　　　body－clouds　C，　which　are　to　be　His　o’ther　se玉ves）．〔They　separate〕according　to〔which
　　　pa践of　His　body　they　originate　from，　namely，）whether　it　is　upper，　middle　or　lower
　　　　〔，and出ey　form　a　four－fold　circle　or　mage4ala〕．〔That　is〕to　say，〔those　from〕His
　　　head　from　the　innerm◎st　circle〔of　the　mo解4ala〕，〔those至rom　the　part）above　H　is
　　　heart　form　the　first　ring　〔surround圭ng　the　innermost　circle〕，　〔those　from　the　part〕
　　　above　His　navel　form　the　second　r童ng　〔surrounding　the　first　ring〕　and　〔those　from
　　　the　part〕be重ow　Kis　navel　form　the　third〔and　outermest〕ring．
　　　　　Thus　He　distributes塩em　to　the　four　sections　of　the　circular　platform　mentioned
　　　previously〔in　the　second　chapter〕，　according　to〔which　part　of　His　body　they　have
　　　　originated　from，　namely，〕whether　it　is圭eft　or　right，　whether　it　is　front　or　back，　and
　　　whether　it　is　upper，　middle　or　lower．　And　He　manifests　Himself　as　Mahavairocana．
　　　Each　〔of　His　other　selves　thus　emi宅ted〕　takes　to　a　place　proper　to　him，　aRd　then
　　　comes　out　to　carry　on　his　works　suitable圭or　a　buddha　in　this　world〔葦or　the　benefit
　　　　of　people〕．
　　　　　　〔They　revolve　out　from　the　pores　of　Mahavair◎cana　to　carry　On　various　works
　　　　suitable　for　bzeddhas．〕　Therefore〔this　multipie　manifestation　of　Mahavair◎cana　is〕
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　　　ca圭led　‘revolv三ng　out，（展車蓼）．
　　2）　The　practi之圭oners　here　are　being　instructed　童n　a　psychological　operation　caiied‘‘the
dis亡ribtttion　of　letters”（布字法）．　Engaging　in　this　operatlofi，之hey　imltate　Mahavairocana’s
m磁ip玉e　manlfestation　in　order　to　identify　themselves　wi撫hirn．
　　Just　prior　to　his　reference　to‘the　colours　of　letters，’1－hsing　prescribes　the　method　of
‘d呈str圭buting　letters’（Chap．10；騨至，　MZ　1．36，、　f．424，　r，　b，　ll．648；繊曇，　TD，39，　p．724，　c，
｝1．1－16）．Letters　and　the　places　where　they　are　dls£ributed　are　as　follows：
　　　　a）　Letters　without　any　auxi玉圭ary　sign　are　distributed　to　the　head。
　　　　b）　Le之ters　with　the至ong　vowel　sign　are　distributed　to　the　pa氏betweeR　the毛hroat
　　and　the　heart．
　　　　c）　Letters　wlth乞he　Rasal　sig鍛are　d圭stributed　to　the　part　between　the　heart　and　the
　　navel．
　　　　d）　L磁ers　with　the　aspiration　sign　are　distributed　to塩e　part　below　the　navel．
　　　　e）　Letters　with　the　long　v◎wel　sign　and　the　asplration　s至gn　are　distributed◎utside
　　the　body．
　　a）　First癒e　prac蹴圭oner　p就s　the圭e乞ter“KA”be£ween　his　eyebrows　in　his　imaginatioR
and　meditates　on　it．　After　bringing　the　image　of“KA”囎der　h至s　psychological　co航roま，
he　puts“KHA”to　its　right．　As　the　days　roll　on，　he　adds　letters　one　by　one　t◎put　aro犠nd
短shead．　Advancing圭n　his　practice，　he　puts王e枕ers　with　an　a雛xiliary　s圭gn　to　the　other
prescribed　parts　of　hls　bo（iy　right　under　their　respective　counterparts　without　any　aux－
illary　sign；b）BetweeR　the　throat　a鍛d　the　hea震，“KA”“KHA”“GA，”and　so　forth，　re－
spectively　right　under‘‘KA”“KHA”“GA，”and　so　forth．　c）Between　the　heart　a簸d£he
nave1，“KAM”“KHAM”“GAM，”and　so　for出，　respectively　right　u鍛der“KA”“KHA”
“GA，”and　so　forth、　d）Below　the　nave1，“KAI｛”“KHAH”“GA牽【，”and　so　forth，’right
under“KA”“KHA”“GA，”and　so　forth．
　　｝玉e　distributes　the　first　four　groups　of　letters　to　the　four　respective　parts　of　h重s　body，
which　correspond　to　those　four　of　Mahavairoca簸a’s　body　from　whlch　his‘body℃louds’（身
雲）have　issued．　Engaging　in£his　practice，　the　pract｛痕o織er　psychologically　reproduces
Mahavairocana’s　multlp｝e　manifestation．　Thus　he　becomes　a　psychological　replica　of　the
Absolute．　Cf。1－hsing，　Chap．10；『糊，　MZ，1．36，　f．424，　r．，　b，　ll．3－4滑磯，　TD，39，　p．724，　b，
11．27－28二“謂以此諸字門而舎集成身　卸是身同於佛也．”
　　3）1－hslng　justifies　h量s　colouration　on　the　assu磁ptiGn　that抜e　who歪e　process　of‘awake澱一
量ng　〔to　the　tr雛th〕’（bodhi菩提　［bo－tei］）is　symbo玉ized　in　the　transformation　of　the　letter
staRding　for／a／
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　　To　represent　the玉ong　vowe玉／a／，　an　auxiliary　sign　is　added　to　the　right　side　of　the
letter　for／a／窪b　represen重the　vowe1／a／as　followed　by　a　nasal　element，　a　dot　is　added
above　the玉etter　for／a／。　To　represe煎the　vowel／a／as　f◎110wed　by　an　aspiration，　two
dots，◎ne　be玉ow　the　other，　are　added　to　the　r三ght　s量de　of、the　ietter　for／a／。
　　1－hsing’s　psycho孟ogica至operat｛on　is　purely　graphic．　The　王e枕er　for　／a／　is　assurned　to　be
transformed　in　accordance　wl癒the　auxiliary　s圭gns　added　to　lt．　D童fferent　forms　of　the
圭e枕er　are　respectively　a玉10批ed　to　the　five　phases（bhitmi地）of　the　process　of‘awakening’
on　the　assumption　that　the　｝etter　for　／a／　as　the　basis　for　transfo㎜ation　corresponds　to
‘the　mlnd〔10Bging〕for　awakening’（bodh量一c圭tta菩提心）as　the　basis　for　tke　mental　de－
velopmen宅to‘awaken1簸9．，
　　Each　form　of　the玉e枕er　is　coloured　a｛ter　what　lt　symboi呈zes．　This　is　an　ingenious
device：When　coloured，　a　letter　as　an　lns織ment　of　psycho玉ogical　operatioR　e挽cts　a
clearer　afterimage　and　圭s　eas重er　to　halldle．
　　4）These玉etters　represent　the　twenty－f圭ve　sy簸ables　where　the　Vowel／a／is　preceded　by
a‘touch－consonant’（spar≦a）or　a　co鍛so捻ant　produced　w童th　the　place　of　articulation
（sthゑna）being　touched　（spif§‡a）by　the　organ　of　articulatioR　（karai｝a）：／k／　／kh／　／9／　／gh／
／h／，／c／　／ch／　／j／　／jh／　／fi／，／㌻／　／㌻h／　／（茸／　／（3h／　／q／，／t／　／th／　／d／　／dh／　／n／，　／p／　／ph／　／b／
／bh／　／m／．
　　5）These玉etters　represent宅he　seven　sy圭玉ables　where　the　vowe1／a／is　preceded　by　a
ha｝f－vowel　or　a　fricatlve；／y／／r／／1／，／6／／§／／s／，／h／．
　　6）　These　玉etters　are　assumed　to　share　the　symbol呈c　function　of　the　letter　for　／a／，
because　the　sy難abies　they　represent　contain／a／．　AcCording　to　Indian　phonology，£he
vowe玉is　the　main　body　of　a　syllable，　whereasもhe　consonant　is　a　mere‘mark’（vyafijana）．
　　7）According　to出e・Taヲ゜ilz－6痂㎎，　the　v◎we玉／a／量s　the　fundamental　so級nd　from　whlch
all　the　other　syllables　are　to　evolve．　Therefore　it　ls　symbolic　of　Mahavairocana，　the　per－
soRification　of　the　u猛imate　truth，　from　whom　everything　ln　the鳳iverse　has　evo至ved．　The
truth　as　personified　圭n　him　is　impossib董e　t◎　break　至量ke　a　diamond（vajra金岡の．　Tke　sound
symbol（／a／）is　assumed　to　share　the　co｝our　of　the　materlal　symbo1（diamond）．
　　8）The＄econd　forln　of　the玉etter　for／a／，　the　one　with　the　sign　of圭e難gther1圭ng　on三ts
r圭gh£side，孟s　symbolic　of　‘prac雛ce’（carya　イテ）as　the　seco簸d　phase　of　the　mental　devel◎P－
ment　of　an‘aspiraRt　to　awakening’（bodhi－sattva菩薩〉。　The　practlce　for‘awaken量ng’
consists　substaRtially加medltatio難（sam灘hl三昧［sαm－muei〕），　which　results　iパ乞ran－
qullity〔of　m鎗d〕’（9蝕ti寂静）．
　　9）The乃抑一〇痂㎎says，“甚深寂然定秋夕素月光．”（Chap。6；TD，18，　p20，　c，　L　3）：‘Very
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deep　and　tranquil，　the　med孟tation　is〔as　white　as〕the　plain　moonlight　at　an　autumRa1
とven沁9．’And　it　also　says，“行者心思惟“出離諸毒”（loc．　cit．，1。9）：‘The　mind　of　a　prac－
titioner，　meditating，　is　detached　from　a猛the　obstades　and　evils〔and　gets　empty）．’The
colour‘white’implies‘be蛤g　colour至ess’a簸d　at塩e　same　time‘receptive　to　any　colour．’
　　10）　The　do乞represents　a　nasal　element　called　“aRusv註ra”　（‘what　follows　a　vowe圭’）
and　is　romaロized　as“m．”
　　It　cannot　be　a　sigB　to　indicate　the　nasalization　of　a　vowel　for　the　followingτeasons．1）A
letter　wi之h　the　anmsvtZra　sign　is　considered　to　represent　a　me之rica晦10ng　sy1圭able：This
s疑99ests　that　something　additional　in　quantity　至s　involved　here．　i呈）王n　ancient　texts　such
as　the砺αs劒のゆ勉臨々伽（ed．　V．　V．　Shamla，　Madras，1934，3ユ30－132），出e　vowel
foilowed　by　anzcsvdra　is　distinguished　from伽e　nasalized　vowe圭called“anun護sika”（‘〔pro・
nou簸ced〕through　the　nose’）．圭ii）This　e圭ement　ca圭ied　“anusvara”is　written　量n　so　ne　i鶏一
scr童ptions　as　a　consonaRt：‘‘ya甑鍛si”（10），‘‘kasmin6ciゼ’（4），‘‘ahぎuka”（10），　etc．（F．　Kielhom，
“Dudhapa簸i　Rock　lnscription　of　Udayamana〔霊n　the　8th　ceRtury〕1’EpigTaphia　lndica，　Voi．
2，1894，pp．343－347）．
　　However，　it　cannot　be　a　pure　Consonant　e圭ther，　because　it　is　a　phoneme　Separate　from
the　pure　consonant　／m／　or／鍛／　as　is　seen　in　such　contrasts　as　‘‘亀a坦　sξ垂”　：‘‘tan　sぎ’or
“sa斑raddham”：“samra㌻．”It　seems　to　be　a　nasal　consonant　which　is　prod疑ced　wheR　the
air　passage　is　not　completely　closed　in　the　buccal　cavity　and　which　is　homorga賊c　with
the　foHow至ng　stop玉ike　the　Japanese　syllabic　nasal／ン／．
　　The　anunaSika　sign　ca圭圭e（1‘‘candrabindu”（‘moon－dot’）in癒e曲ape　of　a　crescent　ly圭ng
face　up　with　a　dot　above　it　has　been　known　in　Japan　and　called“gy6gatu－ten”（仰月点）。
According　to　the　Singon　peop圭e，　it　is　no　more　than　a　variant　of宅he　anusvara　sig簸called
“ kOdeバ（空点）．　The　Tendai　peop圭e，　howevey，　disagree　with　them，　saying　that　it　calt　be
apPlied　only　to　the　Ietters　f◎r　／ha／　／盃a／　／pa／　／na／　an（量／ma／，　the　use　of　the　anasszノδ7’a
s量gn　being　restricted　to　the　letter圭or　／a／．
　　11）The旗呈rd　form　of　the　Ietter　for／a／，　the　one　with　a　dot　abQve　it，　is　symbolic　of
‘awakening’（bodh童菩提［bo－tei｝），　the　third　phase短the　career　of　a　Buddhist　asp孟ra煎．　On
awakening，　he　understands　the　truth　that　all　is　empty　like　the　vacant　space（ak語a大空，
虚空〉．Therefore　this　fo㎜of　the　letter　is　also　symbolic　of　the　vacant　space，　which　is
‘white，’or　colo鷲r玉ess　a簸d　at　the　same　time　recept圭ve　of　any　colour　or　fo㎜．　Cf．　Lhsing，
Chap．11；鐸選，　MZ，136，　f．428，　v．，　a，　II．1－2；『磯，　TD，39　p．728，　b，　Il．16－1？：“復次虚空
色無　而能含受一切色像．”
　　The　Ta．」’漉一ごゐ伽g　prescribes　five　figure　signs（samaya三昧耶），　a　cresce煎，　a　triangle，　a
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square，　a　circle　and　a　dot．　The　dot圭s　symbolic　of　the　space（ak語a虚空）and　cai玉ed“空
黙”or“大空黙．”1－hsing　identified　this　figure　sign　with　the　auxiliary　phonet圭c　sign　of
αnusvαra．
　　12）When　preceded　by　a　vowei　and　foll◎wed　by　a　voiceless　consonant　or　a　pause，／＄／or
／r／becomes　an　aspiratloR，　which　is　cailed“visarga”or“visarjanlya”（‘〔breath〕to　be
emitted’）and　roma鍛ized　as　‘‘琢．”　Th呈s　voiceless　glottal　fricative　／暮／　（［h］）　圭s　transformed
into　the　labial［φ］（upadhmaniya）before／P／or／ph／and　into　the　guttural［X｝（jihvam霞Ilya）
before／k／or／kh／　It圭s　ln　contrast　with　the　voiced　glotta韮fricative／h／（［6］），　which
derives　etymo圭ogically　from　a　voiced　aspirate　stop　such　as／gh／or／dh／．
　　13）The　fourth　ferm　of　the　letter　for／a／，　the　one　with　a　pair　of　dots　on　its　right　side，
is　symbolic　of‘the　blowing　out〔of　the　fire　of　delus圭o登〕，’（nirvapa浬繋［net・buan］），　the
fourth　phase　in　the　career　Qf　an　aspirant。
　　14）The　moment‘the　fire　of　de玉usion’blows　out，　everythlng　deterrent　to毛he　tru癒dis－
appears　completely．　The　action　of‘blowing　Gut’is　personified　here　as　the　mos之terrible
destroyer　of　enemies　to　the　truth．　It　is　sa圭d　to　be　black，　because　terror　三s　visua！ized　as
black．　Cf．　Ta．iih．ching，　Chap．18，刀），　p．32，　b，11．13－i4：“其形黒色　於可怖中極令怖蓑：’
　　15）The　fifth　and　last　form　of　the　lettei’for／a／，　the　one　wlth　both癒e！oRg　v◎wel　sign
and　the　asp量ration　sign，　is　symbol圭c　of‘〔the　acquisition　of〕means〔to　relieve　the　suffer－
ing　of　people〕，，（upaya方便），　the　fifth　and　f圭nal　phase　in　the　career　of　a　Buddhist　aspirant
and　the　ultimate　goal（ni＄㌻ha　究寛）of　the　whole　process．
　　16）There　must　have　been“角”be乞weeパ‘上”and傑占”iB　1－hsing’s　original　manuscript，
as量s　seen至n　the　passage　quoted　in£he　Zaidauki　：“上角黙郎白傍黙邸黒．”Otherwise　the
text　wou正d韮eave　room　for　two　interpretations：The　expression“上黙”can　refer£o　both
the　anztsvara　dot　and　the　long　vowel　sign，　because　they　are　both　at‘the　upper　pa跳’and
white．　And亡he　possibility　of　the　anasvtZra　dot　should　be　eliminated，　because　there　is　no
such　phonetic　combinat圭on　as　／導／　十　／h／．
　　The　character“角”was　mlssing　iR　the　manuscrlpt　which　Kttka圭brought　to　Japan呈n
806．After　a　possible　puzzie，　the　Singon　people　arr三ved　at　a　startling　solutioR．　They
adopted　both　the　p◎ssibi｝ities！　They　interpreted　‘‘＿と黒占，，　as　referr三ng　to　bo£h　the　董ong
vowel　sign　and　the　anasvara　dot．　Thus　they　invented　such　an　absurd　letter　as　to　repre－
Sent　the　impOSSible　phonetlc　combinatiOn／a／十／恥／十山／．
　　The　Tendai　people　have　we｝l　preserved　the　correc£reading　of　this　sen£ence，　to　which
their　SiRgoR　rivals　have　paid　no　attention　a£　alL
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Abbreviations
　DB：DainiPPonbukkybgensyo『大β本佛教全書』
　MZ：Manzizokuz∂ky∂『聖字績藏纏』
　TI）：乃御∂Sガ細4擁醜yδ『大正新修大藏緻
　酵講：　ll大日経義繹』
　窪疏選：『大田経疏選
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